
新
病
院
名
は「
済
生
会
守
山
市
民
病
院
」で
す

　
守
山
市
民
病
院
は
、
４
月
１
日（
日
）か
ら
、
指
定
管
理
者
制
度（
公
設
民
営
）の
も
と
で
、
滋

賀
県
済
生
会
が
運
営
し
ま
す
。

　
15
年
間
の
指
定
管
理
期
間
終
了
後
は
、
済
生
会
に
市
民
病
院
を
譲
渡
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て

良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
滋
賀
県
済
生
会
と
は

　
「
社
会
福
祉
法
人
恩
賜

財
団
済
生
会
」は
、
全
国
80
の
病
院
と
約
3
0
0
の
福
祉
施
設
な
ど
を
運
営
す

る
、日
本
最
大
の
社
会
福
祉
法
人
で
、公
立
病
院
に
準
じ
た
責
務
を
担
う
公
的
医
療
機
関
で
す
。

守
山
市
民
病
院
は
、
済
生
会
の
81
番
目
の
病
院
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
支
部「
滋
賀
県
済
生
会
」は
、
栗
東
市
内
に
済
生
会
滋
賀
県
病
院
を
設
置
し
、
そ
の
高
い

技
術
力
に
は
、
本
市
を
は
じ
め
、
周
辺
地
域
の
住
民
か
ら
厚
い
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
の
市
民
病
院
の
基
本
的
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
、
済
生
会
の
技
術
力
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
り
、
一
層
充
実
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

済
生
会
守
山
市
民
病
院
が
ス
タ
ー
ト

充
実
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

◆
病
院
理
念

　
私
た
ち
は
、
救
療
済
生（
※
1
）の
精
神

の
も
と
、
最
適
最
良
の
医
療
を
提
供
し
、

地
域
の
医
療
に
貢
献
し
ま
す
。

（
※
1
）�済
生
会
の
精
神
を
示
す
言
葉
で
、

貧
困
な
ど
で
苦
し
む
人
や
命
を
医

療
で
救
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◆
基
本
方
針

⑴�

患
者
さ
ん
と
と
も
に
歩
む
心
で
診
療
し
、

良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

⑵�

医
療
の
質
と
安
全
の
向
上
に
取
り
組
み
、

患
者
さ
ん
中
心
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

⑶�

地
域
の
医
療
、
福
祉
と
連
携
し
、
救
急

か
ら
療
養
ま
で
患
者
さ
ん
に
必
要
な
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

⑷�

無
料
低
額
診
療（
無
低
）事
業（
※
2
）お

よ
び
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　
（
※
2
）�生
活
保
護
受
給
者
な
ど
、
低
所

得
者
の
医
療
費
を
免
除
・
減
額

す
る
事
業
で
す
。

より地域医療に貢献できる病院へ
　守山市民病院は平成30年度から、
済生会守山市民病院として診療を開
始いたします。今後の地域の急速な
高齢化に対応して、回復期と慢性期
疾患の診療に力を入れ、急性期診療
を担う済生会滋賀県病院と緊密に連
携していきます。
　これから最も必要とされる回復期
リハビリテーション機能を主に、慢
性期疾患、予防的医療、透析医療な
どの診療機能を強化し、病々連携、病
診連携のもと病院職員一丸となって
地域医療に貢献してまいります。今
後ともご支援のほどよろしくお願い
いたします。

済生会守山市民病院の開設
　済生会は“救療済生”の精神にもと
づき、全国80の病院、約300の介護
施設・訪問看護・診療所などからな
る社会福祉法人です。本年4月から、
その81番目の済生会病院として守
山市民病院は再出発します。
　急性期は済生会滋賀県病院、回復
期と慢性期は済生会守山市民病院と
して、湖南地域にふさわしいバラン
スのとれた医療機能の分化と連携を
推進し、合計約600床の2病院が、地
域のニーズに対応し、効率的で質の
高い切れ目のない医療を提供するこ
とで皆さま方の健康長寿を支えてい
きます。

患者サービスの充実
　このたび、守山市民病院の運営を
させていただくこととなりました。大
変身の引き締まる思いであります。
　済生会滋賀県支部として2つ目の病
院となりますが、済生会滋賀県病院と
済生会守山市民病院が病床機能の役
割分担と連携を図ることで、在宅復帰
までの患者さまへのサービスが一層
充実し、済生会の地域医療への貢献が
より発揮できるものと考えております。
　今回の経営移行を機に、野々村院
長はじめ職員が気持ちも新たに一致
団結して、安全で質の高い医療の提
供に努めてまいりますので、市民の
皆さまには愛着を持って引き続きご
利用いただきますようお願いします。
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診
察
券
を
交
換
し
ま
す

　
外
来
受
付
で
、
現
在
お
持
ち
の
診

察
券
を
新
し
い
診
察
券
に
交
換
し
ま

す
。

　
番
号
な
ど
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

現
在
お
持
ち
の
診
察
券
も
使
え
ま

す
。ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り
ま
す

http://www.saiseikai-m
oriyam

a.jp

　
※�

し
ば
ら
く
の
間
、
今
ま
で
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す

る
と
、自
動
的
に
移
動
し
ま
す
。

問
済
生
会
守
山
市
民
病
院
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5
8
2
）5
1
5
1（
代
表
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8
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1 新ホームページ
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新病院の診療体制
◆診療科目(17科)　今までどおりです。
　内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、糖尿病内科、腎臓内科、神経内科（※）、小児科、外科、整
形外科、皮膚科、泌尿器科、脳神経外科、眼科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科
� ※神経内科は平成29年8月から休診中
◆特殊診療業務　今までどおりです。
　人工透析、在宅支援外来、リウマチ外来、小児アレルギー外来、小児心臓外来、小児発達外来、小児神経
外来、肛門疾患外来、乳腺外来、フットケア外来、ＣＯＰＤ外来、下

か
肢
し
静
じょう
脈
みゃく
瘤
りゅう
外来、喘

ぜん
息
そく
外来、頭痛外来、

人間ドック、脳ドック、各種健診

◆診療時間　午後診療（完全予約制）を開始。より便利に受診できます。
　午前 受付：午前8時～11時30分� 診療：午前9時～正午
　午後 受付：午前8時～随時� 診療：午後1時30分～　※完全予約制です。

◆休診日　今までどおりです。
　土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）

平成30年４月の外来診療

科　名
月 火 水 木 金

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
内 科 ○ 予 ○ 予 ○ 予 ○ 予 ○ 予
小 児 科 ○ 予 ○ 予 ○ 予 ○ 予 ○ 予
外 科 ○ 予(肛門) ○ ○ 予(乳腺) ○ ○
整 形 外 科 ○ ○ ○ ○ ○
リハビリテー
シ ョ ン 科 ○ ○ ○ ○ ○

皮 膚 科 ○ ○
泌 尿 器 科 ○ ○
脳 神 経 外 科 ○ 予(頭痛)
眼 科 ○ ○

　○：診療可、予：予約外来

◆各診療科の医師の人数(常勤のみ)　昨年度と同様の16人体制です
　内科（2）、呼吸器内科（1）、循環器内科（1）、消化器内科（1）、糖尿病内科・腎臓内科（4）、小児科（3）、外
科（2）、整形外科・リハビリテーション科（2）
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病院職員一丸となって、市民の皆さまに喜んでいただけるよう、全力で取り組んでまいります。

みほん
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